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自
動
車
関
連
税
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

自
動
車
産
業
は
、
幅
広
い
関
連
産
業
を
も
つ
、
我
が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
経
済
の
波
及
効
果
や
雇
用
の
創
出
力
も
き
わ

め
て
大
き
い
。

「
車
を
売
り
や
す
く
、
買
い
や
す
い
」
環
境
を
つ
く
る
こ
と
は
、
内
需
の
拡
大
に
と
て
も
効
果
が
大
き
い
。
加
え
て
、
車
は

国
民
の
生
活
の
足
で
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
自
動
車
に
関
す
る
税
制
を
簡
素
化
し
、
税
制
面
か
ら
ユ
ー
ザ
ー
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
、
我
が
国

の
成
長
に
資
す
る
も
の
と
考
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
次
の
質
問
を
す
る
。

一

道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
よ
り
、
課
税
根
拠
が
喪
失
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
存
続
し
て
い
る
自
動
車

取
得
税
は
廃
止
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

自
動
車
取
得
税
は
、
購
入
時
に
消
費
税
と
二
重
課
税
に
な
っ
て
い
る
。
「
税
金
に
税
金
を
か
け
る
」
こ
と
に
対
し
て
、
合

理
的
な
理
由
は
何
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

自
動
車
重
量
税
は
、
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に
よ
り
課
税
根
拠
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
未
だ
存
続
し
て
い

一



る
。
少
な
く
と
も
、
平
成
二
十
七
年
度
税
制
で
は
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
「
当
分
の
間
税
率
」
を
確
実
に
廃
止
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

軽
自
動
車
税
は
、
平
成
二
十
六
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
一
�
五
倍
〜
二
倍
も
の
大
幅
な
増

税
と
な
る
。
こ
れ
は
、
自
動
車
取
得
税
の
代
替
財
源
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

軽
自
動
車
は
ま
さ
に
生
活
に
欠
か
せ
な
い
必
需
品
で
あ
り
、
特
に
地
方
に
お
い
て
は
重
要
な
交
通
手
段
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
七
年
度
税
制
改
正
で
は
増
税
の
撤
回
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ

れ
た
い
。

五

導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
「
環
境
性
能
課
税
」
は
、
自
動
車
取
得
税
の
廃
止
を
し
た
場
合
で
も
、
こ
れ
を
無
意
味
な
も
の

に
し
て
、
税
制
を
さ
ら
に
複
雑
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
導
入
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


